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　新年明けましておめでとうございます。

　昭和32年、全国で117番目の青年会議所として誕生し、本年で創立50周年を

迎えます大きな節目の年に、社団法人士別青年会議所の理事長を仰せつかる

事となりました。この伝統と歴史を重んじると共に、身に余る光栄と重責を改め

て実感し、時代に即した組織として、積極的な活動を展開して参る所存でございます。

　「10年一昔」という言葉がありますが、現代では、「５年一昔あるいは３年一昔」と言えるほど、時代

の移り変わりがとても早く、これまで数多くの大切な瞬間を置き去りにして来たような気がします。

私たちには、夢や理想があり、人それぞれの未来には幾つもの形が待ち受けています。しかし「今」と

いう瞬間は、皆平等に一度しかありません。その夢や理想には、考えているだけでは時間が過ぎ去るば

かりで一向に近づけません。ほんの少しの勇気と「今」の行動により、まず自分を変える事により、何か

が変わりはじめ･･･そして未来も変える事が出来る。

そのような想いから、本年度のスローガン

　　　「今」放とう 流れを変える　勇気の一打

　　　　　　　呼び起こせ 未来につなぐ 大きな波を

を掲げさせて頂き、激動する時代であるからこそ、私たち青年会議所は、たくさんの「元気！」を発信し

ながら、迅速かつ俊敏な「一歩」を踏み出していきます。皆様方のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。

はな
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http://www.shibetsu-jc.jp/ウェブサイト
士別ＪＣ

携帯電話閲覧用サイトはこちら
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※準会員とは、活動に参加できるが、表決権・選挙権・被選挙権を有せず、会員資格を１年間に限定した会員です。

元気！開発発信委員会

委員長

副委員長

三 野 一 寿

佐々木 啓 文

大 橋 雅 民

窪 田 裕 二

奥 山 陽 一( 　  　 　 )

副理事長 柏 倉 晶 憲

総務情報ネットワーク委員会

委 員 長

副委員長

武 井 祐 司

菅 林 政 宏

専務理事 菊 地 　 仁

総　　会

理事会

理 事 長 千 葉 洋 介

直前理事長 片 庭 隆 暁 監　事
片 庭 隆 暁

奥 山 陽 一

出　向　者 北海道地区協議会 　副議長 片 庭 隆 暁全国大会支援特別会議

組織図

理事
準会員

まち未来創造委員会

委員長

副委員長

金 子 博 之

志 村 美知子

鳴 海 直 樹

徳 竹 貴 之

片 庭 隆 暁( 　  　 　 )

副理事長 辻 本 康 行

社団法人 士別青年会議所 創立50周年

未来に伝えよう　サムライ士別　侍日本

記念式典　2007年5月27日（日）



2                     January 2007 January 2007                     7

　皆様、明けましておめでとうございます。

　希望に満ちた輝かしい新春を市民の皆様と共に、健やかにお迎えできましたこ

とを心からお慶び申し上げます。

　日頃、社団法人士別青年会議所の皆様には、本市の「まちづくり」をはじめ

様々な面からご尽力を賜り、深く敬意を表し感謝を申し上げます。

　また、合併後の「新士別市」のまちづくりにつきましては、市民の皆様のご協力をいただく中で、お陰を

もちまして、向こう１０ヶ年の総合計画の策定作業に着手したことは、誠に喜ばしい限りであります。

　さて、昨年の１年間を振り返ってみますとき、国内においては、「王ジャパンの世界一」、「荒川静香選

手の金メダル」、そして秋篠宮家「悠仁」様のご誕生など明るい話題がたくさんあった反面、一方では

「いじめ」・「虐待」など尊い子どもの命にかかわる悲惨な事件が相次ぎました。道内においては、平成

の大合併により市町村数が２１２から１８０に大きく減少する結果となりました。こうしたなかで、特に明るい話題

としては、駒大苫小牧高校が熱闘甲子園での３連覇をかけた大活躍、日本ハムファイターズも日本一に輝き、

私たち道民に大きな元気を与えてくれました。

　しかし、残念なことに、北海道においても、いじめによる児童の自殺や夕張市のような財政破綻などの暗

い話題の多い年でもありました。

　本市においては、国内景気の順調な回復とは裏腹に依然として厳しい状況下にありましたが、そのような

中にあっても、基幹産業である農業においては、春先の天候不順により作物の生育に多少なりとも影響があ

るものと心配しましたが、その後の順調な天候回復によって、ほぼ全作物が豊穣の秋を迎えられましたこと

は大変喜ばしいことでありました。

　また、春には、本年８月に大阪で開催される世界陸上に出場するドイツとスイスチームの直前合宿地に士

別市が内定したことも特筆すべきことであったと思います。加えて、士別中学校体育館や糸魚小学校改築工

事の着手、５月には、河川防災ステーション「めぐみ」が開館し、８月には、北海道縦貫自動車道士別剣

淵～多寄町間の中心杭打式が行われ、さらに、一昨年来の羊肉の全国的なブームにより脚光を浴び本市の

まちづくりの柱の一つでもあります「サフォーク」についても、「サフォークランド士別プロジェクト」を中心

とした関係機関並びに市民の皆様の努力により、各種料理や加工品の開発、冷凍保存技術等に一定の目処

がつき、今後の振興に大きな展望が開けましたことは誠に喜ばしい限りであります。

　さて、今日の地方自治体は、歳出歳入一体改革による新型地方交付税の導入をはじめ、地方分権改革、

行財政改革など、一段と厳しい環境にあり、より一層地域が自主・自律した行政運営を強く求められる一大

変革期にあります。

　こうしたなか、早くも合併から１年４ケ月が過ぎましたが、今後も、「天塩川」をはじめとする他にはない

特色を生かすとともに、新たな素材を発掘しながら、「相互信頼」に基づく「融和と一体感」を第一に、

「天塩の流れとともに　人と大地が躍動する　すこやかなまち」の実現に全力投球をしてまいります。

　今年は、昨年に引き続き行われる糸魚小学校の改築工事、市営住宅北部団地の建替え、「上士別地区

国営農地再編整備事業」の調査設計に加え、ドイツ・スイスナショナルチームの合宿や、｢サフォークランド

士別プロジェクト｣による羊肉や加工品の本格的な展開、さらには、伝統ある士別高校、士別商業高校が少

子化の進行により統合・再編され、誠に残念なことではありますが、新たに「士別翔雲高校」としてスタート

を切ることとなります。

　市政を巡る状況は、厳しい制度改革のなか、少子・高齢社会への対応をはじめ、環境問題、一大転換

期にある農業・農村の振興、賑わいのある商店街の再構築、医療制度改革下での市立病院の経営健全化

と医師確保など課題が山積しておりますが、こうした課題を解決し前進を見るためには、何といっても市民の

皆さんと行政が共に手を携える「協働のまちづくり」が大切であります。

　どうかＪＣの皆様も、諸先輩が取り組まれた「まちづくり」運動の気概をもう一度振り返り、２００７年スロー

ガンに掲げた「「今」放とう　流れを変える　勇気の一打！　呼び起こせ　未来につなぐ　大きな波を！」に

若い力を結集されますことを念願いたします。

　結びになりますが、士別青年会議所の益々のご発展と会員各位のご健勝とご繁栄を心から祈念し、新春

を迎えましてのご挨拶とさせて頂きます。

新春を祝って
士別市長　田苅子 進

2007 2007

新入会員ご紹介

New Face　新年明けましておめでとうございます。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　本年より（社）士別青年会議所に入会致しました。

　青年会議所の活動は、諸先輩方が地域発展の為に夢を持ってご活躍になっている

姿を拝見致しておりました。

　このたび入会致しまして、私も皆様と共に地域活動へ参加できる事となり、士別市

のより良いまちづくりをめざして努力致しますのでご指導の程宜しくお願い致します。

鳴海 直樹

生 年 月 日

勤務先・役職

所属委員会

1981年01月06日

髙橋建設株式会社　不動産事業部

まち未来創造委員会

 なるみ　なおき

New Face　新年明けましておめでとうございます。

　このほどJCの仲間入りをした窪田でございます。以前からJCの活動について話を伺

っておりましたが、なかなか入る機会がなく、この年になってしまいました。

　社会奉仕や、人脈、セミナーなどJCならではの勉強が出来る場として考えておりま

す。いろいろ迷惑をかけることもあると思いますが一生懸命がんばりますのでよろしく

お願い致します。

窪田 裕二
くぼた　ゆうじ

生 年 月 日

勤務先・役職

所属委員会

1971年05月27日

有限会社 冬音　代表

元気！開発発信委員会

（準会員）

　青年会議所(略称JC)は、明るい豊かな社会づくりのため、

まちづくりを初めとする様々な活動を行っている市民団体です。

　JCには、男女を問わず20歳から40歳までの、ひと・まち・

地球・世界を愛し、活動できる人なら誰でも入会できます。

　現在、全国各地の700を超える地域で約4万名の会員が活動

しており、また世界には112ヶ国約27万人の会員が国際的なつ

ながりを持って活動しています。日本全国、士別の街でもJCは

活動しています。

青年会議所の活動

　このように全国各地の青年会議所では

「明るい豊かなまち」をつくるために、

各地の特性に合わせた運動を展開してい

きます。

新入会員募集！
まちをいきいきとさせる運動

 地球の将来像や研究を提言

自然環境を守る運動

子供たちの健全育成を目指す運動

国際貢献や交流事業

会員自身の研修
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副理事長・専務理事ご挨拶メンバーご挨拶

総務情報ネットワーク委員会　副委員長　菅林 政宏

　新年明けましておめでとうございます。

　士別JC創立50周年を迎える本年、メンバーと協力して猪の如く"猪突猛進"進んでまいります。

　本年もどうぞ宜しくお願い致します。

2007 2007

新年のご挨拶 副理事長　辻本 康行

　輝ける２００７年を皆様と共に迎えられますことを､ 心よりお慶び申し上げます｡    　

　本年度､ 千葉理事長のもと士別ＪＣ創立５０年という節目の年に､ 副理事長を仰せつかりまし

たことを大変光栄に思っており､ 又､ この大役に身の引き締まる思いで一杯です｡

　私も１９９８年に入会し早いもので､ ラスト１年になりますが､ 当青年会議所の歴史を今一度振

り返り､ 青年会議所運動の熱意と情熱の原点を忘れる事なく､ 運動の歴史に新しいページを重

ねていくべく､ 本年度のスローガンであります､ ｢勇気の一打｣を放ち､ 共に行動し汗をかき熱意と情熱をもって未

来につなぐ 大きな波を作り､ 印象深い心に残る事業ができたらと考えております｡ 皆様の御支援､ 御協力を賜りま

すよう宜しくお願い申し上げ年頭のご挨拶に代えさせて頂きます｡ 

2007年度の抱負 副理事長　柏倉 晶憲

　新年明けましておめでとうございます。

　2007年の輝ける新春を健やかに迎えられましたことにメンバーはもとより、関係各位、先輩

諸兄のご健勝をこころよりお慶び申し上げます。

　今年度、創立50周年という半世紀の節目に副理事長という重職に仰せつかりましたことを大

変光栄に思っております。

　副理事長として理事長及びメンバーに快くスムーズな活動を中堅の立場にて支えて活きたいと思います。

　過去から未来に大きな波が通過するこの年、金子委員長共々、委員会メンバーと『　動　』をキーワードに頭

と体をフルに動かしていく所存です。

　自分たちの活動を理解して頂けるように、また、JCとしていっしょに友情や地域を発展させたいと思って頂けるよ

うな活動を1年間メンバーと共にがんばっていきますので、皆様の今後、変わらぬご指導ご鞭撻をお願い申し上げ

新年のご挨拶に代えさせて頂きます。

新年のご挨拶 専務理事　菊地　 仁

　皆様、新年明けましておめでとうございます。

　輝かしい２００７年の幕明けを、皆様と共に迎えられます事を心よりお慶び申し上げます。

　昨年は、総務ネットワーク委員会の委員長として、皆様には大変お世話になりました。心よ

り厚く御礼を申し上げる次第でございます。

　入会３年目となります今年度は、千葉理事長のもと、専務理事という大役を仰せつかり、大

変身に余る光栄に存じますと共に、その果たすべき役務と重責に身が引き締まる思いではございますが、千葉理

事長の掲げられましたスローガンの中にもございます通り、何事にも勇気を持って取り組んで参りたいと存じますと

ともに、皆様のご期待を決して裏切る事の無いよう、誠心誠意、職務を全うすべく努めさせて頂きます所存でござ

います。また、本年度は（社）士別青年会議所がお蔭を持ちまして創立５０周年目を迎える年でございます。その

事を記念して５月に執り行われます式典においても自らが大変重要な役割を担うということも十分認識し、決して悔

いの残らぬよう精一杯努めさせて頂きたいと考えております。

　皆様におかれましては、本年も変わらぬご支援とご協力、更には、ご指導とご鞭撻をお願い申し上げ、新年の

挨拶に代えさせて頂きます。

元気！開発発信委員会　副委員長　佐々木 啓文

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年新入会員としてJCに入会して初めて新年を迎えます。昨年はまちづくり推進委員会にお

いて「人づくり、まちづくり」を目指して活動し、自ら事業を動かす立場に替わったことに、と

ても戸惑いを感じ、皆様にはご迷惑をかけたことと反省しております。

　今年は、元気！開発発進委員会において、副委員長という立場を頂いたので、その名に恥じ

ないように、地元地域の発展を第一に考え、盛り上げ、頑張って行きますので、本年もよろしくお願いします。

まち未来創造委員会　副委員長　志村 美知子

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は準会員として入会させて頂き、全てが初めての事ばかりでしたが、多くを体験し学ば

させて頂きました。

　本年度は正会員として入会させて頂き、昨年学んだ事を少しでも活かし、まち未来創造委員

会副委員長として金子委員長のもと、委員会スローガンでもあります"For the future"さらに先を見

据えたまちづくりを目指し、一年間頑張りたいと思いますので、宜しくお願い申し上げます。

元気！開発発信委員会　委員　大橋 雅民

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年８月の第４１回通常総会から、市役所職員としては初めて（社）士別青年会議所に入会さ

せて頂いております。まだ、半年も経過しておりませんが、諸先輩方のまちづくりに対する情熱と

熱意に強い感銘を受けております。

　わたくしも、先輩方に負けないよう共に行動し汗をかき、地域の振興のため努力してまいります

ので、よろしくお願い申し上げます。

まち未来創造委員会　委員　徳竹 貴之

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年８月の第４１回通常総会から、市役所職員として（社）士別青年会議所に入会しました。

　これからも、活気あふれるまちづくりの実践に向け、地域の先頭に立って活動する士別青年会

議所の一員として、精一杯がんばって行きたいと思います。
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2007 2007

年頭のご挨拶 直前理事長兼監事　片庭 隆暁

　輝かしい新年を皆様と共に迎えることができました事を、心からお慶び申し上げます。

　昨年は「広げよう友情の輪　共に創ろう　情熱と活力ある地域を」をスローガンに、理事

長を努めさせて頂きました。多くの皆様のご協力、励ましにより理事長として１年間の活動を

全うできましたことを、心よりお礼申し上げます。

　千葉洋介理事長のもと、２００７年度の士別ＪＣの活動が始まります。本年は通常の事業の

他に創立５０周年を迎え、記念式典、記念事業等を執り行います。

　半世紀に及ぶ士別ＪＣの活動を検証し、スローガンに有る様に、勇気ある行動により、未来へとつながる活動

の新しい一歩を踏み出すという一年になると考えます。

　本年は、士別ＪＣそして千葉理事長が更なる飛躍ができます様、一生懸命サポート、活動して行きたいと存じ

ます。

　又、本年帯広の地にて「社団法人日本青年会議所第５６回全国会員大会帯広大会」が開催されます。私は

北海道地区協議会の役員として全国大会支援特別会議副議長として出向致します。５年ぶりに北海道で開催され

る全国大会が成功致しますよう私も力を注ぐ所存でございます。

　２００７年度士別青年会議所の活動に対し、多くの皆様のご支援、ご鞭撻をお願い申し上げまして、年頭のご挨

拶とさせていただきます。

年頭にあたり 監事　奥山 陽一

　新年明けましておめでとう御座います。

　本年度、千葉理事長のもと監事としての要職を務めさせて頂く事になり、大変光栄に感じ

ております。

　また、本年は監事職の他、我々社団法人士別青年会議所　創立５０周年を迎えるにあたり、

50周年実行委員長という大役を仰せつかり、その責任の重さを感じている所であります。

　私事ではありますが、本年はJC卒業の年でもあります。

　やっと卒業出来るという思いより、もう卒業なのかという思いと共に、自分自身、12年間お世話になった恩に

報いる為にも、僅かながら培ってきた経験を生かし、愛するこの地域の為にも邁進していく所存でありますので、

先輩諸兄並びに関係各位皆様におかれましては、今後とも変わらぬ御指導、御鞭撻を申し上げ、年頭の御挨拶

と代えさせて頂きます。

直前理事長・監事ご挨拶 理事ご挨拶

総務情報ネットワーク委員会　委員長　武井 祐司

　新年明けましておめでとうございます。

　新たな一年を皆様とともに迎えられますことを、心よりお慶び申し上げます。

　今年度、総務情報ネットワーク委員会の委員長として、現状の組織運営・広報活動に加え

て新たな手法に取り組み、柔軟かつ適確な運営を目指し、一年間活動する所存でございます。

　また、今年度は創立50周年を迎え、半世紀の節目を意義深いものとするようメンバー一丸と

なって取り組み、更なる飛躍に繋げるよう邁進して参ります。

　皆様にとってこの2007年が素晴らしい一年となりますことを祈念し、年頭のご挨拶とさせていただきます。

元気！開発発信委員会　委員長　三野 一寿

　新年明けましておめでとうございます。

　輝ける２００７年度を皆様と迎えられますことを、心よりお慶び申し上げます。

　また昨年は、専務理事兼副理事長として、皆様に大変お世話になりましたことをお礼申し上

げます。

　本年度、元気！開発発信委員会の委員長を仰せつかり、千葉理事長の思いのもと、まちの元

気・ＬＯＭの元気を、より多くの方々に発信していきたいと考えております。

　また本年度は、創立５０周年という節目の年で御座います。少ないメンバーだからではなく、少ないメンバーでも

ここまで出来るということを、アピールして一年間頑張ってまいりますので、皆様ご指導ご協力のほどよろしくお願い

申し上げ、年頭のご挨拶と致します。

まち未来創造委員会　委員長　金子 博之

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年1月に士別青年会議所に入会させて頂き、あっという間に1年が過ぎましたが、JC活動を

通して非常に多くの事を体験し、また学ばせて頂きました。

　本年度はまち未来創造委員会の委員長を仰せつかり、不安の多い中にも故郷のまちづくりに

参加できる事への期待と喜びを胸に、新たなスタートを切る事ができました。私自身JCでの経

験も浅く大変未熟ではありますが、柏倉副理事長のもと委員会メンバー全員で意見を寄せ合い「明るいまちの未来」

の為、皆で取り組んで行きたいと思います。

　今後とも皆様方からの変わらぬご指導、ご鞭撻の程をよろしくお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。



4                    January 2007 January 2007                    5

2007 2007

年頭のご挨拶 直前理事長兼監事　片庭 隆暁
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長を努めさせて頂きました。多くの皆様のご協力、励ましにより理事長として１年間の活動を
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　半世紀に及ぶ士別ＪＣの活動を検証し、スローガンに有る様に、勇気ある行動により、未来へとつながる活動

の新しい一歩を踏み出すという一年になると考えます。

　本年は、士別ＪＣそして千葉理事長が更なる飛躍ができます様、一生懸命サポート、活動して行きたいと存じ

ます。

　又、本年帯広の地にて「社団法人日本青年会議所第５６回全国会員大会帯広大会」が開催されます。私は

北海道地区協議会の役員として全国大会支援特別会議副議長として出向致します。５年ぶりに北海道で開催され

る全国大会が成功致しますよう私も力を注ぐ所存でございます。

　２００７年度士別青年会議所の活動に対し、多くの皆様のご支援、ご鞭撻をお願い申し上げまして、年頭のご挨

拶とさせていただきます。

年頭にあたり 監事　奥山 陽一

　新年明けましておめでとう御座います。

　本年度、千葉理事長のもと監事としての要職を務めさせて頂く事になり、大変光栄に感じ

ております。

　また、本年は監事職の他、我々社団法人士別青年会議所　創立５０周年を迎えるにあたり、

50周年実行委員長という大役を仰せつかり、その責任の重さを感じている所であります。

　私事ではありますが、本年はJC卒業の年でもあります。

　やっと卒業出来るという思いより、もう卒業なのかという思いと共に、自分自身、12年間お世話になった恩に

報いる為にも、僅かながら培ってきた経験を生かし、愛するこの地域の為にも邁進していく所存でありますので、

先輩諸兄並びに関係各位皆様におかれましては、今後とも変わらぬ御指導、御鞭撻を申し上げ、年頭の御挨拶

と代えさせて頂きます。

直前理事長・監事ご挨拶 理事ご挨拶

総務情報ネットワーク委員会　委員長　武井 祐司

　新年明けましておめでとうございます。

　新たな一年を皆様とともに迎えられますことを、心よりお慶び申し上げます。

　今年度、総務情報ネットワーク委員会の委員長として、現状の組織運営・広報活動に加え

て新たな手法に取り組み、柔軟かつ適確な運営を目指し、一年間活動する所存でございます。

　また、今年度は創立50周年を迎え、半世紀の節目を意義深いものとするようメンバー一丸と

なって取り組み、更なる飛躍に繋げるよう邁進して参ります。

　皆様にとってこの2007年が素晴らしい一年となりますことを祈念し、年頭のご挨拶とさせていただきます。

元気！開発発信委員会　委員長　三野 一寿

　新年明けましておめでとうございます。

　輝ける２００７年度を皆様と迎えられますことを、心よりお慶び申し上げます。

　また昨年は、専務理事兼副理事長として、皆様に大変お世話になりましたことをお礼申し上

げます。

　本年度、元気！開発発信委員会の委員長を仰せつかり、千葉理事長の思いのもと、まちの元

気・ＬＯＭの元気を、より多くの方々に発信していきたいと考えております。

　また本年度は、創立５０周年という節目の年で御座います。少ないメンバーだからではなく、少ないメンバーでも

ここまで出来るということを、アピールして一年間頑張ってまいりますので、皆様ご指導ご協力のほどよろしくお願い

申し上げ、年頭のご挨拶と致します。

まち未来創造委員会　委員長　金子 博之

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年1月に士別青年会議所に入会させて頂き、あっという間に1年が過ぎましたが、JC活動を

通して非常に多くの事を体験し、また学ばせて頂きました。

　本年度はまち未来創造委員会の委員長を仰せつかり、不安の多い中にも故郷のまちづくりに

参加できる事への期待と喜びを胸に、新たなスタートを切る事ができました。私自身JCでの経

験も浅く大変未熟ではありますが、柏倉副理事長のもと委員会メンバー全員で意見を寄せ合い「明るいまちの未来」

の為、皆で取り組んで行きたいと思います。

　今後とも皆様方からの変わらぬご指導、ご鞭撻の程をよろしくお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。
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副理事長・専務理事ご挨拶メンバーご挨拶

総務情報ネットワーク委員会　副委員長　菅林 政宏

　新年明けましておめでとうございます。

　士別JC創立50周年を迎える本年、メンバーと協力して猪の如く"猪突猛進"進んでまいります。

　本年もどうぞ宜しくお願い致します。

2007 2007

新年のご挨拶 副理事長　辻本 康行

　輝ける２００７年を皆様と共に迎えられますことを､ 心よりお慶び申し上げます｡    　

　本年度､ 千葉理事長のもと士別ＪＣ創立５０年という節目の年に､ 副理事長を仰せつかりまし

たことを大変光栄に思っており､ 又､ この大役に身の引き締まる思いで一杯です｡

　私も１９９８年に入会し早いもので､ ラスト１年になりますが､ 当青年会議所の歴史を今一度振

り返り､ 青年会議所運動の熱意と情熱の原点を忘れる事なく､ 運動の歴史に新しいページを重

ねていくべく､ 本年度のスローガンであります､ ｢勇気の一打｣を放ち､ 共に行動し汗をかき熱意と情熱をもって未

来につなぐ 大きな波を作り､ 印象深い心に残る事業ができたらと考えております｡ 皆様の御支援､ 御協力を賜りま

すよう宜しくお願い申し上げ年頭のご挨拶に代えさせて頂きます｡ 

2007年度の抱負 副理事長　柏倉 晶憲

　新年明けましておめでとうございます。

　2007年の輝ける新春を健やかに迎えられましたことにメンバーはもとより、関係各位、先輩

諸兄のご健勝をこころよりお慶び申し上げます。

　今年度、創立50周年という半世紀の節目に副理事長という重職に仰せつかりましたことを大

変光栄に思っております。

　副理事長として理事長及びメンバーに快くスムーズな活動を中堅の立場にて支えて活きたいと思います。

　過去から未来に大きな波が通過するこの年、金子委員長共々、委員会メンバーと『　動　』をキーワードに頭

と体をフルに動かしていく所存です。

　自分たちの活動を理解して頂けるように、また、JCとしていっしょに友情や地域を発展させたいと思って頂けるよ

うな活動を1年間メンバーと共にがんばっていきますので、皆様の今後、変わらぬご指導ご鞭撻をお願い申し上げ

新年のご挨拶に代えさせて頂きます。

新年のご挨拶 専務理事　菊地　 仁

　皆様、新年明けましておめでとうございます。

　輝かしい２００７年の幕明けを、皆様と共に迎えられます事を心よりお慶び申し上げます。

　昨年は、総務ネットワーク委員会の委員長として、皆様には大変お世話になりました。心よ

り厚く御礼を申し上げる次第でございます。

　入会３年目となります今年度は、千葉理事長のもと、専務理事という大役を仰せつかり、大

変身に余る光栄に存じますと共に、その果たすべき役務と重責に身が引き締まる思いではございますが、千葉理

事長の掲げられましたスローガンの中にもございます通り、何事にも勇気を持って取り組んで参りたいと存じますと

ともに、皆様のご期待を決して裏切る事の無いよう、誠心誠意、職務を全うすべく努めさせて頂きます所存でござ

います。また、本年度は（社）士別青年会議所がお蔭を持ちまして創立５０周年目を迎える年でございます。その

事を記念して５月に執り行われます式典においても自らが大変重要な役割を担うということも十分認識し、決して悔

いの残らぬよう精一杯努めさせて頂きたいと考えております。

　皆様におかれましては、本年も変わらぬご支援とご協力、更には、ご指導とご鞭撻をお願い申し上げ、新年の

挨拶に代えさせて頂きます。

元気！開発発信委員会　副委員長　佐々木 啓文

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年新入会員としてJCに入会して初めて新年を迎えます。昨年はまちづくり推進委員会にお

いて「人づくり、まちづくり」を目指して活動し、自ら事業を動かす立場に替わったことに、と

ても戸惑いを感じ、皆様にはご迷惑をかけたことと反省しております。

　今年は、元気！開発発進委員会において、副委員長という立場を頂いたので、その名に恥じ

ないように、地元地域の発展を第一に考え、盛り上げ、頑張って行きますので、本年もよろしくお願いします。

まち未来創造委員会　副委員長　志村 美知子

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は準会員として入会させて頂き、全てが初めての事ばかりでしたが、多くを体験し学ば

させて頂きました。

　本年度は正会員として入会させて頂き、昨年学んだ事を少しでも活かし、まち未来創造委員

会副委員長として金子委員長のもと、委員会スローガンでもあります"For the future"さらに先を見

据えたまちづくりを目指し、一年間頑張りたいと思いますので、宜しくお願い申し上げます。

元気！開発発信委員会　委員　大橋 雅民

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年８月の第４１回通常総会から、市役所職員としては初めて（社）士別青年会議所に入会さ

せて頂いております。まだ、半年も経過しておりませんが、諸先輩方のまちづくりに対する情熱と

熱意に強い感銘を受けております。

　わたくしも、先輩方に負けないよう共に行動し汗をかき、地域の振興のため努力してまいります

ので、よろしくお願い申し上げます。

まち未来創造委員会　委員　徳竹 貴之

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年８月の第４１回通常総会から、市役所職員として（社）士別青年会議所に入会しました。

　これからも、活気あふれるまちづくりの実践に向け、地域の先頭に立って活動する士別青年会

議所の一員として、精一杯がんばって行きたいと思います。



2                     January 2007 January 2007                     7

　皆様、明けましておめでとうございます。

　希望に満ちた輝かしい新春を市民の皆様と共に、健やかにお迎えできましたこ

とを心からお慶び申し上げます。

　日頃、社団法人士別青年会議所の皆様には、本市の「まちづくり」をはじめ

様々な面からご尽力を賜り、深く敬意を表し感謝を申し上げます。

　また、合併後の「新士別市」のまちづくりにつきましては、市民の皆様のご協力をいただく中で、お陰を

もちまして、向こう１０ヶ年の総合計画の策定作業に着手したことは、誠に喜ばしい限りであります。

　さて、昨年の１年間を振り返ってみますとき、国内においては、「王ジャパンの世界一」、「荒川静香選

手の金メダル」、そして秋篠宮家「悠仁」様のご誕生など明るい話題がたくさんあった反面、一方では

「いじめ」・「虐待」など尊い子どもの命にかかわる悲惨な事件が相次ぎました。道内においては、平成

の大合併により市町村数が２１２から１８０に大きく減少する結果となりました。こうしたなかで、特に明るい話題

としては、駒大苫小牧高校が熱闘甲子園での３連覇をかけた大活躍、日本ハムファイターズも日本一に輝き、

私たち道民に大きな元気を与えてくれました。

　しかし、残念なことに、北海道においても、いじめによる児童の自殺や夕張市のような財政破綻などの暗

い話題の多い年でもありました。

　本市においては、国内景気の順調な回復とは裏腹に依然として厳しい状況下にありましたが、そのような

中にあっても、基幹産業である農業においては、春先の天候不順により作物の生育に多少なりとも影響があ

るものと心配しましたが、その後の順調な天候回復によって、ほぼ全作物が豊穣の秋を迎えられましたこと

は大変喜ばしいことでありました。

　また、春には、本年８月に大阪で開催される世界陸上に出場するドイツとスイスチームの直前合宿地に士

別市が内定したことも特筆すべきことであったと思います。加えて、士別中学校体育館や糸魚小学校改築工

事の着手、５月には、河川防災ステーション「めぐみ」が開館し、８月には、北海道縦貫自動車道士別剣

淵～多寄町間の中心杭打式が行われ、さらに、一昨年来の羊肉の全国的なブームにより脚光を浴び本市の

まちづくりの柱の一つでもあります「サフォーク」についても、「サフォークランド士別プロジェクト」を中心

とした関係機関並びに市民の皆様の努力により、各種料理や加工品の開発、冷凍保存技術等に一定の目処

がつき、今後の振興に大きな展望が開けましたことは誠に喜ばしい限りであります。

　さて、今日の地方自治体は、歳出歳入一体改革による新型地方交付税の導入をはじめ、地方分権改革、

行財政改革など、一段と厳しい環境にあり、より一層地域が自主・自律した行政運営を強く求められる一大

変革期にあります。

　こうしたなか、早くも合併から１年４ケ月が過ぎましたが、今後も、「天塩川」をはじめとする他にはない

特色を生かすとともに、新たな素材を発掘しながら、「相互信頼」に基づく「融和と一体感」を第一に、

「天塩の流れとともに　人と大地が躍動する　すこやかなまち」の実現に全力投球をしてまいります。

　今年は、昨年に引き続き行われる糸魚小学校の改築工事、市営住宅北部団地の建替え、「上士別地区

国営農地再編整備事業」の調査設計に加え、ドイツ・スイスナショナルチームの合宿や、｢サフォークランド

士別プロジェクト｣による羊肉や加工品の本格的な展開、さらには、伝統ある士別高校、士別商業高校が少

子化の進行により統合・再編され、誠に残念なことではありますが、新たに「士別翔雲高校」としてスタート

を切ることとなります。

　市政を巡る状況は、厳しい制度改革のなか、少子・高齢社会への対応をはじめ、環境問題、一大転換

期にある農業・農村の振興、賑わいのある商店街の再構築、医療制度改革下での市立病院の経営健全化

と医師確保など課題が山積しておりますが、こうした課題を解決し前進を見るためには、何といっても市民の

皆さんと行政が共に手を携える「協働のまちづくり」が大切であります。

　どうかＪＣの皆様も、諸先輩が取り組まれた「まちづくり」運動の気概をもう一度振り返り、２００７年スロー

ガンに掲げた「「今」放とう　流れを変える　勇気の一打！　呼び起こせ　未来につなぐ　大きな波を！」に

若い力を結集されますことを念願いたします。

　結びになりますが、士別青年会議所の益々のご発展と会員各位のご健勝とご繁栄を心から祈念し、新春

を迎えましてのご挨拶とさせて頂きます。

新春を祝って
士別市長　田苅子 進

2007 2007

新入会員ご紹介

New Face　新年明けましておめでとうございます。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　本年より（社）士別青年会議所に入会致しました。

　青年会議所の活動は、諸先輩方が地域発展の為に夢を持ってご活躍になっている

姿を拝見致しておりました。

　このたび入会致しまして、私も皆様と共に地域活動へ参加できる事となり、士別市

のより良いまちづくりをめざして努力致しますのでご指導の程宜しくお願い致します。

鳴海 直樹

生 年 月 日

勤務先・役職

所属委員会

1981年01月06日

髙橋建設株式会社　不動産事業部

まち未来創造委員会

 なるみ　なおき

New Face　新年明けましておめでとうございます。

　このほどJCの仲間入りをした窪田でございます。以前からJCの活動について話を伺

っておりましたが、なかなか入る機会がなく、この年になってしまいました。

　社会奉仕や、人脈、セミナーなどJCならではの勉強が出来る場として考えておりま

す。いろいろ迷惑をかけることもあると思いますが一生懸命がんばりますのでよろしく

お願い致します。

窪田 裕二
くぼた　ゆうじ

生 年 月 日

勤務先・役職

所属委員会

1971年05月27日

有限会社 冬音　代表

元気！開発発信委員会

（準会員）

　青年会議所(略称JC)は、明るい豊かな社会づくりのため、

まちづくりを初めとする様々な活動を行っている市民団体です。

　JCには、男女を問わず20歳から40歳までの、ひと・まち・

地球・世界を愛し、活動できる人なら誰でも入会できます。

　現在、全国各地の700を超える地域で約4万名の会員が活動

しており、また世界には112ヶ国約27万人の会員が国際的なつ

ながりを持って活動しています。日本全国、士別の街でもJCは

活動しています。

青年会議所の活動

　このように全国各地の青年会議所では

「明るい豊かなまち」をつくるために、

各地の特性に合わせた運動を展開してい

きます。

新入会員募集！
まちをいきいきとさせる運動

 地球の将来像や研究を提言

自然環境を守る運動

子供たちの健全育成を目指す運動

国際貢献や交流事業

会員自身の研修
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社団法人 士別青年会議所　第51代理事長　千葉 洋介

社団法人 士別青年会議所 広報誌
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                   NewYear
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事務局

〒095-0022 北海道士別市西２条５丁目 士別商工会館

　新年明けましておめでとうございます。

　昭和32年、全国で117番目の青年会議所として誕生し、本年で創立50周年を

迎えます大きな節目の年に、社団法人士別青年会議所の理事長を仰せつかる

事となりました。この伝統と歴史を重んじると共に、身に余る光栄と重責を改め

て実感し、時代に即した組織として、積極的な活動を展開して参る所存でございます。

　「10年一昔」という言葉がありますが、現代では、「５年一昔あるいは３年一昔」と言えるほど、時代

の移り変わりがとても早く、これまで数多くの大切な瞬間を置き去りにして来たような気がします。

私たちには、夢や理想があり、人それぞれの未来には幾つもの形が待ち受けています。しかし「今」と

いう瞬間は、皆平等に一度しかありません。その夢や理想には、考えているだけでは時間が過ぎ去るば

かりで一向に近づけません。ほんの少しの勇気と「今」の行動により、まず自分を変える事により、何か

が変わりはじめ･･･そして未来も変える事が出来る。

そのような想いから、本年度のスローガン

　　　「今」放とう 流れを変える　勇気の一打

　　　　　　　呼び起こせ 未来につなぐ 大きな波を

を掲げさせて頂き、激動する時代であるからこそ、私たち青年会議所は、たくさんの「元気！」を発信し

ながら、迅速かつ俊敏な「一歩」を踏み出していきます。皆様方のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。

はな

2007

http://www.shibetsu-jc.jp/ウェブサイト
士別ＪＣ

携帯電話閲覧用サイトはこちら

http://www.shibetsu-jc.jp/m/

※準会員とは、活動に参加できるが、表決権・選挙権・被選挙権を有せず、会員資格を１年間に限定した会員です。

元気！開発発信委員会

委員長

副委員長

三 野 一 寿

佐々木 啓 文

大 橋 雅 民

窪 田 裕 二

奥 山 陽 一( 　  　 　 )

副理事長 柏 倉 晶 憲

総務情報ネットワーク委員会

委 員 長

副委員長

武 井 祐 司

菅 林 政 宏

専務理事 菊 地 　 仁

総　　会

理事会

理 事 長 千 葉 洋 介

直前理事長 片 庭 隆 暁 監　事
片 庭 隆 暁

奥 山 陽 一

出　向　者 北海道地区協議会 　副議長 片 庭 隆 暁全国大会支援特別会議

組織図

理事
準会員

まち未来創造委員会

委員長

副委員長

金 子 博 之

志 村 美知子

鳴 海 直 樹

徳 竹 貴 之

片 庭 隆 暁( 　  　 　 )

副理事長 辻 本 康 行

社団法人 士別青年会議所 創立50周年

未来に伝えよう　サムライ士別　侍日本

記念式典　2007年5月27日（日）


